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旭川市立新町小学校              授業日：平成２９年１１月１日（水）５校時 

学年 教科 主題名 資料名 児童 指導者 

２年 道徳科 
「あたたかい心で 
      親切に」 

B 親切・思いやり 

ももいろの木いちご 
（「モラルジレンマ資料

と授業展開」小学校） 

２年１組 

２３名 
亀卦川智香子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本時のねらい  
 
 
 
 
 本時の指導について  
 本時では，資料を通して，身近な人のために進んで行動することや，人の気持ちを察し，人の

ために行動するということを考えさせ，自分だけではなく身近な人みんなが気持ちよく生活する

ために大切なことを考えようとする態度を育てたい。 

 
 子供の深い学びの姿  
 身近な人のために進んで行動することや，人の気持ちを察し，人のために行動するということ
が，みんなが気持ちよく生活するために大切なことであることに気付く。 

身近にいる人に温かい心で接し，相手のことを親身になって考えようとする態度を養う。 

 児童の実態  
 本学級の児童は，男女の仲も良く，休み時間に
は毎日学級遊びに取り組み，楽しく友達付き合い
をすることができる。素直で明るい児童が多く，
学級では日頃ケンカやトラブルもなく過ごして
いる。 

友達が困っている時にはすぐに気付き，友達の
ために行動することができる。しかし一方で，自
分が相手にしてあげたい気持ちを押しつけてし
まい，時に相手の気持ちを蔑ろにして，嫌な気持
ちにさせてしまうことがある。また，担任が間に
入り相手の気持ちをくだいて伝えても，自分のし
てあげたいことと，相手のして欲しいことが違う
場合があるということに気付くことが難しい。 
 

 ねらいとする価値  
 指導に当たっては，幼い人や高齢者，友
達など身近にいる人に広く目を向けて，温
かい心で接し，親切にすることの大切さに
ついて考えを深められるようにすること
が必要である。そして，身近にいる様々な
人々との触れ合いの中で，相手のことを考
え，優しく接することができるようにする
ことが求められる。また，その結果として
相手の喜びを自分の喜びとして受け入れ
られるようにし，具体的に親切な行為がで
きるようにすることが大切である。 

 資料について  
 本教材は，母の誕生日プレゼントに，母が本当に喜ぶ物をプレゼントしたいと，苦労して木イ

チゴを取りに行くちょろりんを中心にストーリーが展開していく。低学年の児童にとって，身近

な家族を喜ばせたいという気持ちはすぐに共感できるものであろう。ストーリーの流れも分かり

やすく，２年生の児童にとっては，登場人物の心の動きを容易に捉え，ちょろりんが「木いちご

をどうしたらよいか」と悩む気持ちに共感しやすいと考えた。ちょろりんと一緒に，どんな理由

で，どんな選択をするか考えることで，親切な行動の裏には，相手を思う心があることを理解し，

相手のことを考えて行動していこうとする態度を養いたいと考える。 
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(1)ねらい 

身近にいる人に温かい心で接し，相手のことを親身になって考えようとする態度を養う。 

        
(2)展 開                   *一単位時間レベルＢ－②【対話重視】  

 教師の働きかけ(○主な発問) 予想される児童の心の動き ・指導上の留意点 
◆評価の観点  
*思考を活性化させるアクティブ化 
ポイント 

道 
徳 
的 
価 
値 
へ 
の 
動 
機 
付 
け 
５ 
分 

  

１ アンケート結果から問題を 
明確にする。 

 
○ブランコに乗ろうと順番待ち

をしていました。やっと自分

の番が来て，ブランコをこぎ

始めたところ，小さい子が「乗

らせてほしい。」と言ってきま

した。こんな時，どうします

か。 
 
２ 課題を提示する。 
 
 

・授業の始まりに，日直の友達に 
挨拶をしてと，声を掛けた。 

・困っている友達を助けてあげた。 
・何かわからないときに教えた。 
・かわってあげる。 
・ちょっと待ってと言う。少しだけ

乗って，かわってあげる。 
・ずっと待っていたし，やっと自分

の番になったから，まずは自分

が楽しみたい。 
 

・アンケート結果

を一覧表などに

提示する 
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３ 教材「ももいろの木いちご」 

を読む。 

 

〇とかげのちょろりんは，お母 

 さんの誕生日プレゼントに悩 

んでいたけれど，何にしよう 

と考えたのでしょう。 

 

〇珍しい木いちごを探しにいっ 

 て体験したことは何でした

か。 

 

 

 

 

○ここで困ったことは何でした

か。 

 

 

 

◎あなたなら，どうしますか。

（中心発問） 

 

 

 

 

 

 

・子どものころに食べた桃色の木 

 いちご 

・１日に１粒しか実をつけない珍

しい木いちご 

 

・桃色の木いちごはなかなか見当 

たらない。 

・やっと見つけて帰ろうとすると， 

 小さい頃からお世話になってい

るおばあさんと会い，同じ木い

ちごを探しているとわかった。 

 

・１日に１粒しか実をつけない珍

しい木いちごをお母さんにプレ

ゼントするのか，おばあさんにあ

げるのかが選べない。 

 

【解決策】 

・お母さんのために，ここまで頑張

って探しに来た。 

→お母さんにプレゼントす

る。 

・登場人物の人間

関係，状況を把握

する。 
・真心をもって相

手のことを考え

ることに気付か

せたい。 
・自分の事情と相

手の事情を同じ

レベルで考えさ

せる。 
・やっと手に入れ

たものだ，素直に

自分のものにで

きない心の葛藤

に気付かせる。 
 
・道徳ノートに記

入させる。 
 
 
 
 
 
 

本時の学習 

 

親切にするって，どういうことかなぁ？ 
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○たくさんの解決策の中で，み

んなにとって，よりよい方法

はどれだろう。グループで話

し合おう。 

〇色々な解決策があるけれど， 

 同じことは何かな。 

・お母さんとあばあさんの木いち

ごが食べたいと思う気持ちは同

じだ。 

→母にプレゼントして，後日， 

 おばあさんのために見つけ 

る。（もしくは，反対の策） 

・お母さんも，「ちょろりんのその

優しい心が大好きなの。だから

何もいらないわ。ちょろりんが

誰にでも優しかったらいいの

よ。」と言ってくれているから 

→小さい頃からお世話になっ

ているねずみのおばあさん

に木いちごをあげる。 

 

・相手のことを考えている。 

・行動に移す。 

 
 
 
 
 
 
* 解決策は，当事者

のみんなにとって
よいものであるか

を考えさせる。 

道 
徳 
的 
価 
値 
の 
理 
解 
の 
深 
化 
１ 
５ 
分 

４ 問題解決の応用 

・別なシチュエーションで考え

る。 

「1 年生が，牛乳パックを開け

なくて困っている。」 

○このような時，どうしたらい

いのかな。隣と相談して，い

い方法を見つけよう。（重要発

問） 
 
 
○どんな方法がいいか，発表す

る。 

 
 
 
 
 
 
・代わりに開いてあげる。 
・「こうやってやるんだよ。」とやり

方を教える。 
・「手伝おうか？」と声を掛ける。 

など 

 
・理解したことを

行動に移すこと
の大切さを捉え
させる。 

 
◆相手のことを推

し量って，相手に

対してよかれと

思うことをしよ

うとする。 
（発言・記述） 

実 
践 
へ 
の 
意 
欲 
化 
１ 
０ 
分 

５ これからの自分に生かす。 
○授業で考えた内容をまとめ，

感想を述べ合う。 
 
 
 
 
 

 
・相手のことを考えて，親切にする

ことが大切だと思った。 
・親切にしていたつもりだったけ

れど，相手の気持ちを聞いたり

していなかった。 

 
 
 
・道徳ノートに記

入させる。 

 
(3)板書計画 
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